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近年、日本を含むユーラシア大陸や北アメリカでは寒冬が頻発しており、その原因として北極海やその縁辺海の Marginal 
Ice Zone における大気への境界条件の重要性が指摘されている[Frankignoul et al. 2014]。実際、バレンツ海やカラ海など
の海氷域の減少傾向に伴う熱源応答がこれらの大陸の寒冷化の原因であることを示唆する結果が、観測データの解析
[Honda et al. 2009, Inoue et al. 2012]や気候モデルによる感度実験[Mori et al. 2014]によって得られている。我々の研究グ
ループは北半球中緯度の冬季の寒冷化に先立つバレンツ海とベーリング海の海氷面積の変動要因について、海洋の熱的
条件に着目した研究を行ってきた。過去 30 年間の大気や海洋のデータ解析の結果、外洋の海洋熱が 3 ヶ月から 1 年かけ
て岸に沿った海流によって輸送され、それが海氷面積の経年変動に直接影響を及ぼすことがわかった[Nakanowatari et al. 
2014, 2015]。さらに、亜熱帯循環の西岸境界流における大気海洋相互作用や暖水域における対流活動が、大気の波動伝
播によって間接的に海氷面積の張り出しや抑制に影響を及ぼすメカニズムも明らかになった。本成果報告会では、両大陸
の寒冷化に密接に関連しているバレンツ海とベーリング海における海氷の経年変化の要因やメカニズムについて、これまで
の研究成果を中心に発表する。 
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